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Iま え が き
鳥取県西部に位置する大山火山を中心とした地域には,第四紀テフラが広く発達している。
これらは一括して “大山火山灰層"とよばれ (赤木, 1973), 内部にみとめられる不整合関係
から大山上部,中都,下部および最下部火山灰に4分されてきた (山陰第四紀研究グループ,
1969)。
佐治ほか (1975)は,大山東麓において “大山火山灰層"のほぼ全層準が模式的に累重する
と思われる露頭を見いだし,層序の詳細な記執をおこなった。このなかで,最下部火山灰は赤
色土化の状態や不整合面により新たに I～IV期に細分された。
いっぽう町田。新井 (1976)は,大山上部火山灰を構成し,従来キナコ火山灰あるいは法万
浮石などとよばれてきたガラス質火山灰層が,大山起源ではなく姶良カルデラを噴出源とする
広域テフラであることをみとめ,これを始良 Tn火山灰 (AT)と命名した。さらに町田・新井
(1979)は, それまで大山西方から東方にかけてもっとも広く分布するとされていた, 中部火
山灰に属する倉吉浮石 (佐治ほか,1975)について,東方に分布するものと西方に分布するも
のとは層準の異なる別の降下軽石であることを明らかにした。彼らは前者に対して大山倉吉軽
石 (DKP),後者に対して大山松江軽石 (DMP)という名称をあたえ,DMPは大山東麓におい
ては,DKPの下位にくる,佐治ほか (1975)の最下都火山灰 IV期中の降下軽石に対比・同
定されるとした。
最近, 津久井・柵山 (1981),津久井 (1983)は, 大山山麓においてそれまで知られていな
かった二瓶火山を供給源とする木次軽石 (K3,松井・井上,1971)の存在を明らかにした。こ
の報告によると,K3は大山西麓ではDMPの上位に,北麓では従来 “倉吉浮石"と同層準と
されていた名和火砕流の上位に,北東麓では DKP下位の生竹軽石 (佐治ほか,1975,DNP,
町田・新井,1979)のさらに下位にくる。この結果,DKPとDMPとの層準のちがいがより明
確となり,さらに中部火山灰に位置づけられていた名和火砕流が,下部火山灰に属する DNP
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より下位になるという,従来と異なる層序関係が明らかになった。
以上のべてきたように,大山山麓における第四紀テフラの層序に関して,新事実がつぎつぎ
と明らかにされてきている。本研究は, これらの新事実を再確認するとともに, 佐治 ほか
(1975)をのぞいてこれまでほとんど研究対象になってきていない最下部火山灰について, と
くに降下軽石の重鉱物組成および強磁性鉱物のキュリーポイントを対比・同定の示標として,
層位学的に調査した結果である。
本研究をすすめるにあたり,物理学教室の安藤由和氏には磁気天袢を使用させていただき,
同教室学生の枢谷博康君にはキュリー ポイント測定の一部を手伝っていただいた。“大山火山
灰層"の層序に関しては,地学教室赤木二郎教授および当時地学教室学生の河本知己氏,中川
和子嬢に御討論いただいた。また,テフラ試料の処理の一部は,地学教室山田昌代嬢の手をわ
ずらわせた。以上の方々に厚くお礼申しあげる。
Ⅱ 調 査 地 点
調査範囲は大山山麓の北半部であり,本論中ではとくに最下部火山灰の発達が良好な主要露
頭13地点をとりあげることにする。第 1図にしめしたように,地点 1～4は大山東麓, 5～8
は北東麓,9,10は北麓, 11,12は北西麓, 13は西麓に位置する。各地点の地名はつぎのとお
りである。
日 本 海
9  1  1  1  1  lpКm
第1図 調査地点,
1.関金町大山池,2.倉吉市大河内～長谷間,3.倉吉市・14谷～般若問,4.倉吉市服部,i東
伯町杉地～大杉間,6.赤碕町下別所,7.赤碕町高岡東,3.赤碕町宮本,9.中山町報国南,10.
中山町樋谷,11.大山町長田南西,12.淀江町福岡東,13.岸本町丸山～半川間
これらの調査地点は,11,12をのぞくと,いずれも大山周辺にひろがる広大な裾野上に位置
している。この裾野は,大山本体から放射状に流下する水系によって分断され,ゆるく傾斜し
た平坦な台地状を呈する。“大山火山灰層"は, このような裾野を構成し溝日凝灰角礫岩と一
括されている火山性堆積物をおおって発達している。地点11,12は,大山火山の寄生火山であ
る孝霊山の麓に位置するが,“大山火山灰層"の基盤は他地点と同様に溝日凝灰角礫岩である。
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ⅡI テフラ試料の分析方法
“大山火山灰層"は降下軽石,火山砂,火山灰,ロームなどで構成される。本論中では,ロー
ムをのぞくこれらの火山砕暦物をテフラ (層)とよぶことにする。テフラのうちで主体をなす
降下軽石は,いずれの層準のものも風化がすすんでおり,層相も酷似しているため,肉限によ
る識別・同定はきわめて困難である。本研究では,テフラ層を同定 。対比する際の示標とする
ため重鉱物組成をもとめ,さらにとく'に風化がいちじるしく識別が困難な最下部火山灰中の降
下軽石について,強磁性鉱物のキュリーポイントを測定した。
1)重鉱物分析
露頭で採取した原試料に約20%の過酸化水素水を加え,煮沸 。攪拌して鉱物粒子を分散させ
たのち,1/4～1/8mm粒度フラクションをふるい分けた。 この粒度フラクションについて,
超音波洗浄器により風化細粒物を分散除去し,ハンドマグネットおよびアイソダイナミックセ
パレータを用いて鉄鉱物・有色鉱物 (あわせて重鉱物とする)を分離濃集した。重鉱物は粒子
のままプレパラートにし,200個以上を検鏡して個数比をもとめた。
以上の処理過程において,黒雲母はヘキ開片に分解したり浴流したりしてしまうため定量は
むずかしく,重鉱物組成からは除外した。
2)キュリーポイント測定
重鉱物分析過程で調整した 1/4～1/8mm粒度フラクションから,ハンドマグネットにより
強磁性鉱物をあつめ,キュリーポイント測定に供した。測定は,化学天秤型の磁気天郡を用い,
試料の熱磁化曲線 (Js―T曲線)をもとめ, これからキュリーポイントを読みとった。実験条
件は,磁場 400～lp00∝,昇・降温率約 10°C/min,到達温度 630～650°C,真空中約 10~4 Torr
である。一般にキュリーポイント測定に際しては,風化などの2次的影響 (低温酸化によるチ
タノマグヘマイトの生成,小嶋・小嶋,1972)をさけるため,予備的な加熱処理 (アニール)
を必要とすることが多いが,本研究ではこれを実施していない。そこで,加熱・冷却の両過程
で Js―T曲線が非可逆的に変化する試料については, 冷却曲線からキュリーポイントを読み
とった。この場合, もとめられたキュリーポイントは,加熱曲線にみられるそれよりも常に低
温側にあり,その差は最大で約 25°Cであった。また,500°C以上をしめすキュリーポイント
はいずれも副次的であり,冷却曲線では消滅してしまう場合が多い。これらの現象は,試料中
に2次的に生成していたチタノマグヘマイトが,実験の加熱過程で分解消滅してしまうことに
よると考えられる (小嶋・小嶋,1972)。なお,冷却曲線に残存する 500°C以上のキュリーポ
イントは,分解しきらなかったチタノマグヘマイトのもので,十分なアニールを施せば消滅す
るものと考えられる。したがってこのキュリーポイントについては,本質的な特性とはいえな
いため,以下ではふれないことにする。
Ⅳ 分 析 結 果
調査地点のうち, 7地点についての露頭柱状図とテフラ層の重鉱物組成,キュリーポイント
測定結果を,第2図～第5図にしめす。 このうち第2図は, 地点 1(下部火山灰以上)と地点
2(最下都火山灰)の柱状図をひとつにまとめたものである。“大山火山灰層"の上部,中部 ,
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下部,最下部という従来からの累層区分は,本研究を通じても妥当であると結論される。すな
わち, これらの累層は不整合 (斜交)関係にあることが随所で確認され,また各累層の直下に
は堆積体止期をしめす顕著なクラック帯が発達している。そこで本研究ではこの累層区分にし
たがうことにし,以下,下都火山灰以上と最下部火山灰とに分けて分析結果をのべることにす
る。
1)下部炎山灰以上に属するテフラ層の重鉱物組成
第2図にしめしたとおり,大山東麓では,上部火山灰のテフラ層として弥山軽石 (町田・新
井,1979),オドリ火山砂*,姶良 Tn火山灰 (AT)が,中部火山灰として倉吉軽石 (DKP),関
金軽石 (DSP,町田。新井,1979)が,下部火山灰として生竹軽石 (DNP),木次軽石 (K3)がみ
とめられる。これらのうち,大山火山起源ではないAT,K3をのぞいた他のテフラ層は,角閃
石を主としシソ輝石,鉄鉱物をともなうという,たがいによく似た重鉱物くみあわせをしめす。
ただし,それぞれの鉱物種の量比は層準によってやや異なっており,オドリ火山砂では鉄鉱物
量比が高いのに対して,DKP,DNPではシソ輝石量比が高く,鉄鉱物はわずか数%という特
徴をもつ。
(1,2)
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第2図 大山東麓 (地点1, 2)における露頭柱状図およびテフラ層の重鉱物組成とキュリー ポ
イント測定結果,
ATとK3は,大山火山起源のテフラ層とくらべて,重鉱物がきわめて少ない。また,AT
は角閃石・ シソ輝石・鉄鉱物に加えて普通輝石をふくむことが大きな特徴である。K3の重鉱
物組成もまた特徴的で,角閃石・鉄鉱物が卓越し,シツ輝石はごく少量ともなうのみである。
北麓以西の地点では,東麓には分布しないテフラ層がみられる。すなわち第4図にしめした
*オドリ火山砂は, ラミナの発達する上,下部と,均質塊状の中部とに3分されるが, 本研究では一括
してとりあつかう。
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第3図 大山北麓 (地点9)における露頭柱状図およびテフラ層の重鉱物組成とキュリーポイン
ト測定結果,凡例は第2図に同じ.
(11)
第4図 大山北西麓 (地点■), 西麓 (地点13)t〔ぉける露頭柱状図およびテフラ層の重鉱物組
成とキュリー ポイント測定結果.凡例は第2図に同じ.
上部火山灰中の未命名軽石, および第3, 4図にしめした下部火山灰中の名和火砕流と松江軽
石 (DMP)でぁる。
未命名軽石としたものは,東麓に分布する弥山軽石とほぼ同層準になるが,重鉱物組成が明
らかに異なっており両者は同一テフラではない。未命名軽石には90%を超す角閃石がふくまれ,
その一部に鏡下での色がうすく,(100)の集片双晶をするものがある。このような特徴は,黒
川ほか (1981)が魚沼層群中の火山灰層にふくまれるカミングトン閃石について記載した特徴
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名和火砕流
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第5図 大山北束麓 (地点5, 7)における露頭柱状図およびテフラ層の重鉱物組成とキュリー
ポイント測定結果.凡例は第2図に同じ.
とよ く似ている。光学生や化学組成などの検討はおこなっていないが, ここではこれをカミン
グトン閃石として角閃石から区別しておく。なお,同様なカミングトン閃石は,DMPやあと
でのべる最下部火山灰中のhi,N6からも検出される*。
DMPと未命名軽石とはほぼ一致する重鉱物組成をしめす。この組成はカミングトン閃石を
ふくむこと以外に, シソ輝石量比がきわめて低い点でも,下部火山灰以上のテフラ層 (K3を
のぞく)中では特異であり,むしろ最下部火山灰中の軽石層の重鉱物組成に似ているといえる。
いっぽう名和火砕流の場合は,東麓に分布する下部以上の大山起源テフラに類似した重鉱物
組成をしめすが,約10%の酸化角閃石をもつことが特徴である。
2)最下部人山灰中のテフラ層の重鉱物組成と強磁性鉱物のキュリ…ポイント
下部火山灰と溝口凝灰角礫岩の間にくるテフラ層を (大山)最下部火山灰と総称する。
最下都火山灰は,東麓でもっとも多くのテフラ層を包含している。第2図にしめした最下都
火山灰の柱状図は,佐治ほか (1975)が記載したのと同じ露頭 (地点2)のものである。ここ
では,単一の噴火輪廻をしめすテフラ層は11層が識別され,このうち降下軽石が7層,火山砂
が4層である。佐治ほか (1975)はテフラの堆積→風化というサイクルをもとに, これらを a
～hの8サイクルに区分した。本研究では,a～hの記号を,各サイクルに属するテフラ層に
限定した名称として使用することにする。a,c,d,gは軽石層,b,eは火山砂である。また,佐
治ほか (1975)のfには軽石層と火山砂層とがふくまれており, したがって前者を 亀n,後者
*DMPおよびhlにカミングトン閃石がふくまれることは,すでに町田。新井 (1979)により報告され
ている。
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を 島sとよび区別することにする。同様に,hは2枚の軽石層で構成されているため,それぞ
れを hl,h2とよぶ*。b,d,g,hlの各層の直下には顕著なクラック帯が存在しており, これをも
とにして最下部火山灰全体は I～V期の5期に区分することができる。なお,佐治ほか (1975)
はIH期とIV期とをひとつにまとめ,全体を4期に区分した。
東麓における最下部火山灰中のテフラの重鉱物組成は,層準により若千の差はあるが,角閃
石を主とし, 鉄鉱物と少量のシソ輝石をともなうものである (第2図)。 シソ輝石量比は火山
砂と軽石層 Cとでやや高いが,その他の軽石層ではいちじるしく低く,まえにのべたように
DMP,K3,未命名軽石をのぞいた下部火山灰以上のテフラ層と明瞭に異なっている。とくに,
a,亀m,gにおいてはシソ輝石は1%に満たず,図示していない。また,h4は東麓においてカミ
ングトン閃石が検出される唯一のテフラであり,北麓以西に分布する DMP,未命名軽石とき
わめて類似した重鉱物組成をしめす。aでは,少量の角閃石,酸化角閃石に対して鉄鉱物が卓
越するが, これは薄層 (約20 cm)であるため,いちじるしい風化により有色鉱物が失われ,
相対的に鉄鉱物量比が高くなったものと考えられる。
軽石層中の強磁性鉱物の熱磁化分析からは,aをのぞいて,300°C以下と 400～500°Cに
キュリー ポイントがもとめられる (第2図)。 前者のキュリーポイントを low Tc,後者を high
Tcとよぶことにする。aではIoW TCがみとめられない。high Tcは450°C付近に比較的集中
しているが,10W Tcは層準による相違が大きい。すなわち h2では 67°Cと低 く,cでは
215°Cと高い。
東麓についで最下都火山灰の発達がいちじるしいのは,北～北西麓である。北麓の地点9で
は,津久井・柵山 (1981)により DMPと認定された軽石層の下位に, 4枚の降下軽石と1
枚のやや固結した火山砂とがみとめられる (第3図)。 火山砂の中部には軽石質の薄層がはさ
まれており,これをふくめて降下軽石を下位から Nl,N2,…・N5と仮りによぶことにする。Ns
は北麓においてもっとも厚 く (180 cm)特徴的であり,また Nl,N4,Nsの直下には顕著なク
ラック帯が存在する。
これらのうち,N2,Nsの重鉱物組成は,角閃石を主体としシツ輝石が少ないという点で,
東麓の最下部火山灰中の軽石層に似るが,Nlには20%をこすシソ輝石がふくまれ特異である。
また,風化によるためと考えられるが,N4からは鉄鉱物のみで有色鉱物が検出されず,N3で
も鉄鉱物が卓越する。このほか,N2,N3には酸化角閃石がともなわれるという特徴がある。
キュリーポイント測定結果では,Nl～N4とNsとの間に明瞭な相違がみとめられる。すな
わち,N5からは 190°Cと470°CにIoW TC,high Tcがもとめられるのに対して,Nl～N4で
は low Tcはみとめられず,high TCはいずれも 450°C以下をしめす (第3図)。 キュリーポ
イントがhigh TCひとつであるテフラ層が多く存在することは,東麓の場合 (第2図)と対照
的である。なお,同時に測定をおこなった DMPについては,N5と同様に2つのキュリーポ
イントが得られたが,low Tcは115°Cと明らかにNsの場合より低い値をしめした(第3図)。
つぎに,北西麓の地点11では,Nl～N4を欠除しており,溝口凝灰角礫岩の直上にくるのは,
重鉱物組成,キュリーポイント測定結果からN5であることがわかる(第4図)。 ここでは,Ns
の上位にクラック帯をはさんでさらに2枚の降下軽石がみられ, これらを N6,N7とよぶこと
*このほか,3の上位に火山砂がみとめられるが, 薄層であり連続性に之しいため本斬究ではとりあげ
ていない。
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にする。N6はカミングトン閃石を含有し,重鉱物組成でもまたキュリーポイント測定結果で
も,DMPに酷似している。本地点のDMPのlow TCは95°Cとやや低 く,むしろN6の方
が地点9のDMPに一致した特性をしめすが,累童関係から N6は最下部火山灰の一員であ
ると認定される。N7は,三瓶火山起源の K3とよく似た層相を呈し,重鉱物が少ないという
特徴でも類似している。分布など詳細は不明であるが,N7は大山火山の噴出物ではない可能
性がつよい。
第4図の下は,西麓の地点13における柱状図と分析結果である。上位の厚い (約2m)軽石
層がDMPであり,下位の軽石層は Nぅに同定される。
以上にのべてきたことから,北麓以西に分布するテフラと東麓に分布するものとの関係をみ
てみると,第2,3,4図からわかるように,重鉱物組成およびキュリーポイントがともに一致
して同一テフラである可能性のある軽石層は,dとNsの場合だけとなる。しかしこの両者
も,つぎにのべる北東麓での累重関係から別のテフラであると結論される。
北東麓では最下部火山灰の発達は悪く, とくに降下軽石の層厚はごくうすいものとなる。第
5図に地点5と地点7における柱状図と分析結果をしめす。地点5では,名和火砕流の下位が
最下部火山灰で,基底に 2mをこす厚い火山砂がみられ,その上位に6枚の降下軽石と1枚
の火山砂薄層が識別される。また,地点7では ATの下位が最下部火山灰で, 4枚の降下軽
石がみとめられる。これらのうち, とくに降下軽石の重鉱物組成は,いちじるしい風化のため
一部をのぞいてほとんど鉄鉱物で占められており, したがってこのような場合は重鉱物組成に
よる同定 。対比は不可能である。ただし,地点5における名和火砕流直下の軽石層の場合は,
ほぼ本来の組成をしめしているとみられ,カミングトン閃石を含有するという特徴が明確にと
らえられる。
キュリーポイント測定結果では,地点5の軽石層からは1層をのぞいて,IoW TC,high Tc
の2つのキュリーポイントがもとまり,いっぽう地点7では逆に1層をのぞいたほかはすべて
high Tcのみをしめす。このことは,地点5には主として東麓に分布する軽石層が,地点7に
は北麓でみられる軽石層が延長分布していることを意味している。すなわち北麓に近い地点7
における,下から2枚目をのぞいた3枚の軽石層は, クラック帯の層準を加味して,下位から
Nl,N4,N5にそれぞれ同定される。下から2枚目の軽石層は,N3,である可能性が高いが,
キュリーポイント(high TC)の値が 470°Cとやや高く (北麓のN3は440°C)確実ではない。
これに対して東麓に近い地点5では, 6枚の軽石層のうち最上位のものが,カミングトン閃石
をふくむこと,IOW TCが180°Cであることから,東麓の hl(地点2でlow TC=175°C)に同
定され,その下位2枚目の軽石層は10W TCの値 (160°C)からg(165°C)に同定される。さら
に,下位2枚のlr■石層も層準や 10W TCの値 (180°Cおよび 220°C)により,d(185°C)およ
び c(215°C)に同定される。ここで,dとgとの間および gとhlとの間に位置する軽石層
は,キュリーポイントの特徴から,東麓の軽石ではなく北麓のN4およびNsにそれぞれ同定
される。なお,基底の厚い火山砂は,重鉱物組成が一致しないが,産状・層相からみて東麓の
bに,またN4とgにはさまれる火山砂薄層はeに対比されるものと考える。
以上の結果,地点5では dとN5とは明らかに別層準にあり, したがってまえにのべた両
者が同一テフラである可能性はまったくないことになる。
大山火山灰層の層序
V 大山山麓北半部における “大山炎山灰層"の分布と対比
これまでのべてきた結果にもとづき,13地点の露頭柱状図によリテフラ層を対比したものが,
第6図である。
上部火山灰のうち, 弥山軽石は東麓に, オドリ火山砂は北～東麓に,ATはほぼ全域にわ
たって分布する。北西麓の地点11にみられる未命名軽石は,他地点での存在が確認されず詳細
が不明であるが, クロボクにはさまれることから弥山軽石より新期の噴出物であると考えられ
る。
ところで,地点 1のATと地点9のATとでは,重鉱物組成に差があり,前者では角閃石
が卓越するのに対して,後者では輝石類が角閃石より多く,普通lllT石の量比も高くなっている。
宮地 。田崎 (1982)は, この違いに着日し,前者の組成をしめす ATを｀キナコ"1,後者を
“キナコ"2と区別し,姶良カルデラの “シラス"層との関係を否定的に論じている。“キナコ"
1と “キナコ"2とが別のフォールユニットである可能性は十分にあるが,今のところ両者が
直接累重する露頭を見いだしていないため, ここではこれ以上の言及をさけておく。
中部火山灰はDKP,DSPで構成され,東麓～北東麓に分布し,地点5付近より以西には分
しない。DKPは地点3～4付近で 4m以上の層厚をもち,“大山火山灰層"中でもっとも大
規模な軽石層である。
下部火山灰を構成するテフラ層のうち,K3はほぼ全域にわたって分布している。とくに,
東麓の地点 1におけるKaは河本 (1982)によって発見されたもので,このことからK3の分
布範囲は津久井・柵山 (1981)のしめした位置よりさらに東方へ広がることになる。東～北東
麓では, このK3の上位にDNPが,北東～北西麓ではK3の下位に名和火砕流が位置し,北
～西麓にかけては名和火砕流のさらに下位にDMPがくる。
従来,名和火砕流の大山北半麓における分布域は北西麓 (ほぼ地点10と11の間)とされ,そ
こでは層厚 20mに達するとされてきた (赤木,1973)。しかしながら,名和火砕流は 10 cm
～約 lmの薄層として, この主分布域をこえた周辺に広く追跡されることが明らかとなった。
このような分布様式は,南東麓における笹ケ平火砕流についても津久井 (1982)により指摘さ
れている。
西麓に分布するDMPは2mをこす厚層であるが,北麓では約 30cmとなり, これより東
ではみられない。カミングトン閃石をふくむという DMPの特異な重鉱物組成が,東麓に分
布する最下部火山灰の hlのそれと酷似することはすでにのべた。町田・新井 (1979)は, こ
の鉱物組成の一致に加えて,角閃石の屈折率に差がないことから,DMPとhこ とを同一のテ
フラと考えた。しかし,この見解は,野外観察結果である累層区分 (DMPは下部火山灰,hi
は最下部火山灰)と矛盾しており,強磁性鉱物のキュリーポイント測定結果からも支持されな
い。すなわち,DMPにふくまれる強磁性鉱物がしめす low Tcは90～115°C(第3,4図)で
あり,いっぽうhl,の場合の low Tcは180°C(第2,5図)と明らかに異なっており,両者が
別のテフラであることはまちがいない。
最下部火山灰を構成する降下軽石について,東麓に分布するものと,主として北麓以西に分
布するものとは,いずれもそれぞれ別のテフラ層であることが明らかになった。北麓以西に主
として分布する軽石層のうち,Nl,Nsは北東麓まで,N4は東麓まで追跡される。Nlと東麓
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大山火山灰層の層序
累層区分 北東～東麓
弥山軽石
オドリ火山砂
始良Tn火山灰(AT)
倉吉軽石(DKP)
関金軽石(DSP)
生竹軽石(DNP)
木次軽石(K3)
名和火砕流
fvs
fpm
e
のテフラ層との関係は不明であるが,N4は地点5,4でdとeとの間にはさまれ,N5は地点
5でgとh.との間にくる。また,地点5,9,10において最下都火山灰の基底あるいは基底近
くに発達する火山砂は,その層準,層相から東麓における火山砂 bに対比される。
以上の層位関係と, 北～北西麓におけるクラック帯の発達層準を考えあわせると,Nl～N3
は東麓の最下部火山灰 Π期に,N4はⅡI期に,NsはIV期に,そして N6,N夕はV期にそれ
ぞれ対比されると結論される。
これまでのべてきたことから,“大山火山灰層"の層序は,第1表のようにまとめられる。
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第1表 “大山火山灰層"の層序
藩口凝灰角礫岩
明田50
VI ま
本研究により明らかになったことを以下に記す。
1. 三瓶火山を噴出源とする木次軽石 (K3)は,大山山麓では下部火山灰を構成する一員と
して広く追跡され,その分布は津久井・柵山 (1981)によりしめされた範囲よりさらに東へひ
ろがる。
2. 木次軽石の下位にくる名和火砕流,松江軽石 (DMP)は,下部火山灰に属する。このう
ち名和火砕流は従来知られていた分布域をこえて,その周辺に薄層としてひろがっている。
3t 松江軽石 (DMP)の分布は北麓以西に限られる。町田・新井 (1979)によりDMPの東
方分布と考えられた hiは,強磁性鉱物のキュリーポイント測定結果から別のテフラであると
結論され,佐治ほか (1975)が記載したように最下部火山灰に属するものである。
4. 最下部火山灰を構成するテフラ層として, 東麓では7層の降下軽石と4層の火山砂が,
北麓以西では7層の降下軽石と2層の火山砂が識別される。これらのうち,降下軽石はいずれ
も別のフォールユニットであり,両地域を通じて同一軽石と認定されるものはない。
S. 北麓以西に分布する最下部火山灰の降下軽石のうち, 一部は北東～東麓まで追跡され,
東麓に分布する最下部火山灰と指交する。
& 最下部火山灰は,東麓において I～V期の5期に区分される。北麓以西の最下部火山灰
は4期に区分され,東麓のⅡ～V期に対比される。
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Abstract
Thc]Daison Tcphra Formation dist?buted n the area around Daiscn Volcano is dividcd into four
stratigraphic units which arc thc Upper,the Middlc,the Lower and the Lowcコmost Tephra Mcmbcr.
The idcntincatiOn and corrclation ofthc pumice fan layers in these incmbcrs by the heavy mineral assem‐
大山火山灰層の層序
blage and thc Cu?c point of fcrromagnetic nincrals were perFormed.The loIIowing results werc ob=
tained through thc present investigatiO■.
1)Tlle LoweF Tephra Memboris oomposcd ofthe Namatakc pumice(DNP),the Kisugi pumice(K4),
the Nawa pyroclastic low and the Matsue pumi∝(DMP)in descending ordcF.
動 The Kisugi pumice from Saibe Volcano,which Tsukui and Sakuyama(1981)disCOVOrcd within
he Daisen Tephtt Formation,IS diStributed widcly FЮm the westem to thc easteFn fOOt or Mt,Daison
as a―good horlZon marker.
3)The Mattue punice caa be tr“cd frOm th  western tO the no■hern fOOt oF Mt.DaiSen,a■d does
not distribute hi the castot4 area.
o Fourieen pumi∝fa11 laycrs are disthguishable w■hin the Lowemiost Tephra Member,Of these,
scvcn iayers are distributed in thc easteFn area, on thc contrary the Other scven aFe ObServable in thC
Vヽcstern area FFOm thC northeasteFn Foot oF Mt.Daiscn.

